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前
田
憲
男
と

い
う
音
楽
家
は

著
書
も
多
い
。

分
厚
い
理
論
書

も
あ
る
が
、
ふ
ざ
け
た
本
も

あ
る
。「
良
い
音
楽
と
は
」

と
い
う
項
目
で
、「
ベ
ー
ト

ー
ベ
ン
が
好
き
な
人
に
は
ベ

ー
ト
ー
ベ
ン
が
良
い
音
楽

で
、
都
は
る
み
が
好
き
な
人

に
は
都
は
る
み
が
良
い
音
楽

で
…
…
」
と
次
の
ペ
ー
ジ
ま

で
し
つ
こ
く
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
の
名
が
出
て
く
る
。

　

マ
イ
ケ
ル
・
ク
ラ
イ
ト
ン

の
「
ジ
ュ
ラ
シ
ッ
ク
・
パ
ー

ク
」
で
は
恐
竜
の
赤
血
球

（
核
が
あ
る
）か
ら
抽
出
し
た

Ｄ
Ｎ
Ａ
塩
基
の
配
列
を「
Ａ
、

Ｇ
、
Ｔ
、
Ｃ
…
…
」
と
で
た

ら
め
に
並
べ
て
、
こ
れ
も
次

の
ペ
ー
ジ
ま
で
続
く
。
馬
鹿

な
私
は
ま
じ
め
に
全
部
読
ん

で
い
る
。
読
ん
で
い
る
内
に

ほ
ん
ま
物
み
た
い
な
気
に
な

っ
て
楽
し
ん
で
い
る
の
だ
。

　

コ
ラ
ム
で
は
読
者
を
楽
し

ま
せ
た
い
が
、
人
そ
れ
ぞ
れ

楽
し
む
ポ
イ
ン
ト
が
違
う
か

ら
、
諦
め
て
い
る
。
プ
レ
ス

・
コ
ー
ド
も
邪
魔
だ
が
、
調

子
に
乗
っ
て
い
る
と
誰
を
傷

つ
け
る
か
分
か
ら
な
い
の
が

活
字
の
怖
さ
で
も
あ
る
。

　

最
近
、
粋
な
馬
鹿
話
を
思

い
つ
か
な
い
の
は
、
酒
量
を

減
ら
し
て
い
る
せ
い
に
違
い

な
い
。

　

同
会
議
は
３
月
27
日
の
会

合
で
、
困
難
な
病
気
と
闘
う

患
者
の
「
診
療
の
選
択
肢
を

拡
大
す
る
」
と
し
て
、「
選

択
療
養
」
を
提
案
。
医
師
と

患
者
が
契
約
書
を
交
わ
す
な

ど
一
定
の
手
続
き
を
取
れ

ば
、
保
険
適
用
外
の
医
療
行

為
と
保
険
診
療
を
組
み
合
わ

せ
て
実
施
で
き
る
よ
う
に
す

る
。

　

こ
れ
ま
で
政
府
は
、「
保

険
外
併
用
療
養
費
制
度
」
で

一
部
の
先
進
医
療
な
ど
に
限

り
混
合
診
療
を
容
認
し
て
い

た
。
こ
の
制
限
を
取
り
払

い
、
自
己
責
任
で
混
合
診
療

を
原
則
解
禁
す
る
こ
と
を
厚

労
省
に
要
求
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加

に
よ
る
医
療
ビ
ジ
ネ
ス
の
拡

大
を
見
据
え
た
制
度
づ
く
り

の
思
惑
だ
が
、
薬
事
法
未
承

認
の
薬
剤
の
使
用
や
効
果
に

乏
し
い
治
療
法
が
横
行
す
る

恐
れ
が
あ
る
。

当
事
者
も「
反
対
」

　

同
会
議
の
提
案
に
対
し
、

保
団
連
は
▽
自
由
診
療
部
分

で
も
有
効
性
・
安
全
性
が
確

認
さ
れ
る
べ
き
▽
新
た
な
医

療
が
保
険
外
に
固
定
化
さ
れ

る
▽
自
己
負
担
が
高
額
で
多

く
の
患
者
が
受
け
ら
れ
な
い

―
―
こ
と
を
理
由
に
反
対
を

表
明
。
日
医
も
「
安
全
性
・

有
効
性
を
客
観
的
に
判
断
す

る
プ
ロ
セ
ス
が
な
い
」
な
ど

と
し
て
撤
回
を
求
め
た
。

　

同
会
議
は
「
患
者
の
権

利
」
と
主
張
す
る
が
、
当
事

者
で
あ
る
日
本
難
病
・
疾
病

団
体
協
議
会
は
反
発
し
て
い

　

１
９
８
９
年
に
消
費
税
を

導
入
し
て
か
ら
、
医
療
も
介

護
も
年
金
も
社
会
保
障
は
改

悪
の
連
続
だ
。

　

昨
年
８
月
に
安
倍
内
閣
が

閣
議
決
定
し
た
社
会
保
障
制

度
改
革
国
民
会
議
の
報
告
書

で
は
、
社
会
保
障
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

▽
国
民
生
活
は
「
自
ら
又

は
家
族
相
互
の
助
け
合
い
に

よ
っ
て
支
え
る
自
助
・
自
立

を
基
本
」
と
す
る
▽
自
立
・

自
助
を
「
相
互
扶
助
と
連
帯

の
精
神
に
基
づ
き
助
け
合
う

共
助
に
よ
っ
て
補
完
」
す
る

▽
自
助
や
共
助
で
は
対
応
で

き
な
い
「
困
窮
等
の
状
況
に

あ
る
者
に
対
し
て
は
公
助
に

よ
っ
て
生
活
を
保
障
」
す
る

―
―
「
共
助
」
と
は
何
か
。

政
府
は
、「
自
助
を
共
同

化
」
し
た
も
の
が
「
共
助
」

と
説
明
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
自
助
を
共
同
化

し
た
だ
け
で
は
、
単
な
る
民

間
保
険
の
原
理
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
？　

国
民
の
権
利
と

し
て
の
社
会
保
障
に
対
す
る

国
の
責
任
が
す
っ
ぽ
り
抜
け

落
ち
て
い
る
。

　

現
在
で
も
国
民
健
康
保
険

の
大
幅
削
減
。
物
価
が
下
が

っ
て
い
る
と
い
う
の
が
主
な

理
由
だ
が
、
物
価
が
大
き
く

下
が
っ
て
い
る
の
は
家
具
や

教
養
娯
楽
費
で
、
中
身
は
、

パ
ソ
コ
ン
や
デ
ジ
タ
ル
カ
メ

ラ
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
電
化
製

品
だ
。
食
料
や
水
光
熱
費
な

ど
の
生
活
費
は
む
し
ろ
上
が

っ
て
い
る
。

で
は
、
高
す
ぎ
る
保
険
料
が

払
え
ず
無
保
険
と
な
っ
て
い

る
国
民
が
多
数
出
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
改
革
が
進
め
ら

れ
れ
ば
、
さ
ら
に
医
療
・
介

護
難
民
が
多
数
生
ま
れ
る
こ

と
は
必
然
だ
。

　

政
府
は
、「
自
立
・
自
助
や

共
助
か
ら
こ
ぼ
れ
た
生
活
困

窮
者
を
公
助
に
よ
っ
て
、
生

活
保
障
す
る
」
と
言
う
が
、

安
倍
内
閣
が
最
初
に
大
改
悪

を
実
施
し
た
の
が
、「
公

助
」
で
あ
る
生
活
保
護
基
準

の
切
り
下
げ
だ
っ
た
。

　

予
算
で
６
７
０
億
円
の
削

減
。
平
均
マ
イ
ナ
ス
６
・
５

％
、
最
大
で
マ
イ
ナ
ス
10
％

　

加
え
て
昨
年
末
に
生
活
保

護
法
が
改
悪
さ
れ
た
。「
申

請
書
類
の
厳
格
化
や
扶
養
義

務
の
強
化
」
な
ど
の
生
活
保

護
を
申
請
さ
せ
な
い
「
水
際

作
戦
」
の
合
法
化
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。

　

昨
年
、
11
月
に
大
阪
市
東

淀
川
区
で
31
歳
の
女
性
が
餓

死
し
た
。
報
道
に
よ
れ
ば
、

生
活
保
護
の
申
請
を
断
ら
れ

た
と
い
う
。
こ
れ
以
上
、
申

請
条
件
を
厳
し
く
す
れ
ば
、

必
ず
同
様
の
事
件
が
く
り
返

さ
れ
る
。
こ
う
し
た
事
件
を

無
く
す
た
め
の
対
策
は
、
国

で
は
全
く
話
し
合
わ
れ
て
い

な
い
。 

（
つ
づ
く
）

整
④
保
険
医
療
機
関
の
定
例

報
告
の
調
整
―
―
を
規
定
。

こ
れ
ま
で
厚
生
局
の
管
理
課

や
医
療
課
が
担
っ
て
き
た
事

務
の
う
ち
、「
医
療
機
関
の

指
導
・
監
督
の
情
報
収
集
、

分
析
、
連
絡
調
整
に
特
化
し

た
も
の
」
と
し
て
い
る
。

　

近
畿
厚
生
局
は
協
会
の
問

い
合
わ
せ
に
対
し
、「
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
記
載
し
て
い
る

以
上
の
こ
と
は
何
も
言
え
な

い
」
と
述
べ
、
具
体
的
な
業

務
内
容
を
明
ら
か
に
し
て
い

な
い
。

　

近
畿
厚
生
局
は
、
保
険
医

療
機
関
や
保
険
薬
局
な
ど
を

対
象
に
調
査
や
情
報
管
理
す

る
「
調
査
課
」
を
４
月
か
ら

新
設
し
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
組
織
変
更
を
１
日
に
公
表

し
た
。

　

厚
労
省
に
よ
る
と
、
調
査

課
は
全
国
的
な
組
織
改
編
の

一
環
で
、
そ
の
所
管
は
①
保

険
医
療
機
関
の
監
督
に
関
す

る
情
報
の
収
集
・
分
析
・
管
理

②
指
導
部
門
の
情
報
公
開
の

調
整
③
指
導
部
門
の
訴
訟
に

関
す
る
情
報
収
集
と
連
絡
調

る
。
医
師
に
よ
る
自
由
な
投

薬
が
難
病
患
者
に
被
害
を
も

た
ら
し
た
経
験
が
あ
る
か
ら

だ
。
混
合
診
療
で
は
な
く
、

「
必
要
な
医
療
は
保
険
で
」

と
の
原
則
に
基
づ
き
、
国
民

皆
保
険
制
度
の
拡
充
を
訴
え

て
い
る
。
保
険
者
団
体
も

「
患
者
に
健
康
上
の
不
利
益

を
も
た
ら
す
」
と
し
て
反
対

し
て
い
る
。

安
全
性
に
疑
問

　

こ
う
し
た
批
判
を
受
け
、

同
会
議
は
４
月
16
日
に
制
度

化
に
向
け
た
ル
ー
ル
を
検

討
。
選
択
療
養
の
要
件
と
し

て
、
国
際
的
に
認
め
ら
れ
た

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
一
定
レ
ベ

ル
の
学
術
誌
な
ど
へ
の
掲
載

歴
を
挙
げ
た
が
、
安
全
性
や

有
効
性
が
担
保
さ
れ
る
保
証

は
な
い
。

　

医
師
・
患
者
・
保
険
者
が

反
対
す
る
な
か
、
安
倍
首
相

は
同
日
、
混
合
診
療
の
拡
大

を
関
係
閣
僚
に
指
示
。
規
制

改
革
会
議
は
６
月
に
ま
と
め

る
答
申
に
選
択
療
養
を
盛
り

込
む
方
針
に
し
て
い
る
。

　本紙５月５日付は、ゴー
ルデン・ウイークに伴う印
刷・発送体制の都合から、
休刊します。

おことわり

医
師
・
患
者
・
保
険
者
は
猛
反
発

医師と患者の自己責任で
混合診療の全面解禁迫る

近畿厚生局に「調査課」近畿厚生局に「調査課」
保険医療機関対象に情報収集

消費増税は社会保障改善にならない

選択療養制度の問題点

▼  安全性や有効性に疑わしい治療
法が横行する恐れ

▼ 保険外のまま固定され、保険範
囲が縮小される可能性

▼ 医師と患者の同意に基づいて混
合診療を適用

▼ 極めて短期間で適用の可否を判
断

▼ 自己負担が高くなり、多くの患
者が受けられない

▼ 「必要な医療は全て保険で」と
の公的医療保険の原則に反する

規制改革会議

　

政
府
の
規
制
改
革
会
議
が
提
案
し
た
「
選
択
療
養
制
度
」（
仮
称
）
に
批
判
が
続
出
し
て

い
る
。
同
制
度
は
医
師
と
患
者
が
合
意
す
れ
ば
混
合
診
療
を
認
め
る
仕
組
み
で
、
混
合
診
療

の
「
原
則
禁
止
」
か
ら
「
原
則
解
禁
」
へ
転
換
を
狙
っ
て
打
ち
出
さ
れ
た
も
の
だ
。
全
国
保

険
医
団
体
連
合
会
や
日
本
医
師
会
、
日
本
歯
科
医
師
会
、
難
病
患
者
団
体
、
保
険
者
団
体
は

「
到
底
容
認
で
き
な
い
」「
患
者
を
生
命
の
危
険
に
さ
ら
す
」
と
猛
反
発
し
て
い
る
。

大阪府保険医協同組合
第44回通常総代会記念講演

日時　５月17日（土）14：00～15：45
会場　Ｍ＆Ｄホール
講演　 キューバ医療視察が与えてく

れた勇気
講師　 本田宏氏（埼玉県済生会栗橋

病院院長補佐）
※ 参加のお申し込みは協同組合 
（TEL06-6568-2741）まで

２
０
１
４
年
度

診
療
報
酬
改
定

狙
い
と

　

本
質 ❸

社
会
保
障
の
民
間
保
険
化

抜
け
落
ち
た
国
の
責
任

本田宏医師が講演本田宏医師が講演

サラリーマンの
医療費自己負担 ３割

老人医療の
医療費自己負担

１割または３割
毎回（外来）

国民年金保険料 15,040円

障がい者福祉の
自己負担

自立支援法実施で
原則１割負担
（応益）

特養ホームの
待機者 52万人

１割

1988年（消費税導入前） 2013年

800円／月
（外来）

7,700円

９割の人は無料
（応能負担）

２万人


